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玉前神社

一宮商業高 一宮小

一宮中

消防署
一宮町役場

ローソン

ホテル一宮
シーサイド
オーツカ

魚平
稲花酒造

九
十
九
里
一
宮
大
原
自
転
車
道

飯
岡
一
ノ
宮
線

一宮
乗馬センター

東浪見小

東浪見寺

伊勢化学一宮工場

ファミリー
マート

セブンイレブン

せんどう

JAグリーン
ウェーブ

一宮幹部交番

○×

JR東浪見駅

ホテル一宮館

新一宮大橋

一宮
海水浴場

新一宮橋

中之橋

128

128

128

30

228

148

釣ヶ崎
海岸
広場

JR上総一ノ宮駅

ローソン

　お買物・観光循環バス
８月1３日●～１０月８日●●月月 祝

無料

停留所名 1便 2便 3便 4便

一宮いっちゃん
（一宮町イメージキャラクター）

中
央
コ
ー
ス
（
火
・
木
・
土
・
日
曜
日
）

８：５０
８：５３
８：５４
８：５６
８：５７
９：０１
９：０２
９：０３
９：０５
９：０８
９：１０
９：１３
９：１５
９：１７
９：１９
９：２０
９：２２
９：２４
９：２６
９：２８
９：３０
９：３４
９：３７
９：３８
９：３９
９：４１
９：４２
９：４３

１１：２３
１１：２０
１１：１９
１１：１７
１１：１６
１１：１２
１１：１１
１１：１０
１１：０８
１１：０５
１１：０３
１１：００
１０：５８
１０：５６
１０：５４
１０：５３
１０：５１
１０：４９
１０：４７
１０：４５
１０：４３
１０：３９
１０：３６
１０：３５
１０：３４
１０：３２
１０：３１
１０：３０

１３：５０
１３：５３
１３：５４
１３：５６
１３：５７
１４：０１
１４：０２
１４：０３
１４：０５
１４：０８
１４：１０
１４：１３
１４：１５
１４：１７
１４：１９
１４：２０
１４：２２
１４：２４
１４：２６
１４：２８
１４：３０
１４：３４
１４：３７
１４：３８
１４：３９
１４：４１
１４：４２
１４：４３

１６：１３
１６：１０
１６：０９
１６：０７
１６：０６
１６：０２
１６：０１
１６：００
１５：５８
１５：５５
１５：５３
１５：５０
１５：４８
１５：４６
１５：４４
１５：４３
１５：４１
１５：３９
１５：３７
１５：３５
１５：３３
１５：２９
１５：２６
１５：２５
１５：２４
１５：２２
１５：２１
１５：２０

一宮町観光拠点施設
新浜海岸入口交差点
地曳網小屋前
一宮海岸
海岸広場
新浜
ホテル前
乗馬場前
東浪見海岸
釣ヶ崎海岸
釣
綱田
綱田跨線橋下
枇杷畑・権現前
大村
岩切
矢畑・稲荷塚
１区集会所
一宮町観光拠点施設
郵便局前
商店街
宮原
船頭給県営住宅前
グリーンウェーブ前
船頭給
15区
一宮町役場
一宮町観光拠点施設

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
❾
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

停留所名 1便 2便 3便 4便

北
部
コ
ー
ス
（
月
・
水
・
金
曜
日
）

９：２５
９：３０
９：３２
９：３３
９：３４
９：３５
９：３６
９：３７
９：３８
９：３9
９：40
９：４２
９：４３
９：４４
９：４６
９：４８
９：５１
９：５２
９：５３
９：５５
９：５６
９：５７
１０：００
１０：０４
１０：０６
１０：０８

１１：３３
１１：２８
１１：２６
１１：２５
１１：２４
１１：２３
１１：２２
１１：２１
１１：２０
１１：19
１１：１8
１１：１６
１１：１５
１１：１４
１１：１２
１１：１０
１１：０７
１１：０６
１１：０５
１１：０３
１０：０２
１１：０１
１０：５８
１０：５４
１０：５２
１０：５０

１４：２５
１４：３０
１４：３２
１４：３３
１４：３４
１４：３５
１４：３６
１４：３７
１４：３８
１４：３9
１４：40
１４：４２
１４：４３
１４：４４
１４：４６
１４：４８
１４：５１
１４：５２
１４：５３
１４：５５
１４：５６
１４：５７
１５：００
１５：０４
１５：０６
１５：０８

１６：３３
１６：２８
１６：２６
１６：２５
１６：２４
１６：２３
１６：２２
１６：２１
１６：２０
１６：１９
１６：１8
１６：１６
１６：１５
１６：１４
１６：１２
１６：１０
１６：０７
１６：０６
１６：０５
１６：０３
１６：０２
１６：０１
１５：５８
１５：５４
１５：５２
１５：５０

一宮町観光拠点施設
関東台
東野中団地前
いちご農園前
円明寺
野中
待山
道祖神
一宮中学校前
宮の裏
玉前神社前
一宮町観光拠点施設
一宮町役場
15区
16区
16区東
海岸広場
海岸区
一宮苑前
船頭給
グリーンウェーブ前
船頭給県営住宅前
宮原
商店街
郵便局前
一宮町観光拠点施設

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
❾
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

11-38

1便に乗車

商店街や郵便局などに行く

2便で帰宅
（約1時間）

※午後の場合は3便と4便をご利用ください。

★午前の場合
各コースの利用例各コースの利用例

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

5 Ichinomiya

後
に
終
戦
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
す
。
一
宮
で

の
婦
人
会
は
砂
鉄
採
り
の
奉
仕
や
戦
死
者
の

家
庭
の
手
伝
い
、
海
岸
地
帯
の
開
墾
な
ど
に

従
事
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
戦
後
、
他
町
村
に
さ
き
が
け
、
昭
和
21
年

に
「
一
宮
町
婦
人
会
」
の
名
称
で
新
た
に
会

が
発
足
さ
れ
ま
す
。そ
し
て
今
に
至
る
ま
で
、

そ
の
活
動
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
も
活
発
な
活
動
を
続
け
い
て
い
る
婦
人

会
の
ル
ー
ツ
は
久
宜
夫
妻
の
熱
意
に
あ
り
、

そ
の
精
神
は
今
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
の
で
す
。

▲ 婦人会発足式
（中央右が加納久宜、左が鎰

いつ

子
こ

夫人）

　
一
宮
婦
人
会
は
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）、

加
納
久
宜
夫
人
の
鎰い

つ
こ子
を
会
長
に
発
足
し
ま

し
た
。
写
真
は
玉
蔵
寺
で
の
発
足
式
の
様
子

で
す
。
鎰い

つ
こ子
は
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
に

久
宜
に
よ
っ
て
私
立
一
宮
女
学
校
が
設
立
さ

れ
る
と
、
講
師
と
な
り
女
子
教
育
に
尽
力
し

て
も
い
ま
す
。

　
婦
人
会
の
会
員
に
は
、
裁
縫
や
手
芸
料
理

な
ど
の
講
習
会
が
催
さ
れ
、
講
演
会
や
視
察

旅
行
な
ど
も
年
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
鎰い

つ
こ子
は
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）
に
婦

人
会
が
一
度
解
散
さ
れ
る
時
ま
で
会
長
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
初
期
、
日
本
に
は
「
大
日
本
国
防
婦

人
会
」「
大
日
本
連
合
婦
人
会
」「
愛
国
婦
人

会
」の
３
つ
の
団
体
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
17
年
に
そ
れ
ら
は
「
大
日
本
婦
人
会
」

に
統
合
さ
れ
、
一
宮
に
も
そ
の
支
部
が
置
か

れ
る
と
い
う
形
に
な
り
、
従
来
の
婦
人
会
は

解
散
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和
20
年
、
国
民
義
勇
隊
の
結
成
に
よ
り

大
日
本
婦
人
会
は
解
散
と
な
り
ま
す
が
、
直

【
問
合
せ
】　
教
育
課
　
☎
42
１
４
１
６

増
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
ら
を
分
担

す
る
民
間
の
力
は
弱
っ
て
ゆ
く
わ
け
で
す
か

ら
、
役
場
に
は
、
一
層
の
覚
悟
と
努
力
が
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
高
度
経
済
成
長
の
時
代
に
は
、「
お

前
は
民
間
で
は
つ
か
い
も
の
に
な
ら
な
い
か

ら
、
役
場
に
で
も
入
れ
」
と
い
わ
れ
て
職
員

と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
、
昔
を
知
る
方
は

仰
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
遠
い
過
去
の

こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
民
間
で
も
一
線

で
活
躍
で
き
る
方
し
か
、
役
場
の
仕
事
は
つ

と
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
現
場
に
常
に
密

着
し
な
が
ら
全
体
状
況
を
把
握
し
、
県
や
国

や
、時
に
は
世
界
の
動
向
も
理
解
し
た
上
で
、

的
確
な
政
策
を
立
案
し
実
行
し
て
ゆ
く
、
有

能
で
人
間
味
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
し
か
、
役
場

で
は
勤
ま
り
ま
せ
ん
。
柔
軟
な
頭
と
、
義
理

と
人
情
と
、
な
ん
と
い
っ
て
も
心
意
気
で
、

住
民
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
方
こ
そ
が
、
求

め
ら
れ
る
の
で
す
。

長
期
に
わ
た
る
人
員
削
減
の
結
果
、

１
０
０
人
余
の
人
数
ま
で
減
っ
た
役
場
で
す

が
、
国
や
県
か
ら
の
業
務
の
委
譲
で
、
忙
し

く
な
る
ば
か
り
で
す
。
民
間
の
力
が
次
第
に

弱
ま
っ
て
ゆ
く
な
か
で
、
地
域
を
支
え
る
エ

ン
ジ
ン
と
し
て
の
役
場
の
役
割
の
高
ま
り

を
、
現
有
ス
タ
ッ
フ
と
共
有
し
つ
つ
、
今
後

の
指
針
と
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

現
在
、
日
本
は
縮
小
局
面
に
入
っ
て
い
ま

す
。
人
口
の
減
少
が
は
じ
ま
り
、
高
齢
化
率

は
上
昇
し
続
け
て
い
ま
す
。
２
０
６
０
年
に

は
、
人
口
は
今
の
3
分
の
2
ほ
ど
に
減
り
、

勤
労
者
は
5
割
に
減
っ
て
、
高
齢
者
は
4
割

ま
で
上
が
る
そ
う
で
す
。
残
り
1
割
が
こ
ど

も
で
す
。

こ
う
し
た
本
格
的
な
縮
小
局
面
は
、
過
去

の
日
本
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
、

誰
も
が
対
応
に
苦
し
み
ま
す
。
わ
た
く
し
の

記
憶
で
は
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
、
こ
う
し

た
事
態
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
日
本
政
府
の
と
っ
た
対
策
は
全
く
効
果
な

く
、
1
人
が
働
い
て
も
う
1
人
を
養
う
、
か

つ
て
な
い
形
の
社
会
に
突
入
し
よ
う
と
し
て

い
る
わ
け
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
感
じ
る
の
は
、
地
方
行
政

府
の
持
つ
役
割
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
恐
ら
く
、
今
後
の
日
本
社
会

で
は
、
東
京
中
心
の
一
極
集
中
は
さ
ら
に
強

ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
若
い
人
は
今
よ
り
も

さ
ら
に
東
京
圏
に
集
中
し
、
田
舎
は
、
人
口

が
減
る
う
え
に
ま
す
ま
す
高
齢
者
ば
か
り
に

な
っ
て
ゆ
く
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
中
で
、

地
域
を
さ
さ
え
る
力
と
し
て
の
役
場
の
役
割

は
、
更
に
重
く
な
っ
て
ゆ
く
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
日
常
的
な
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
や
、
生
活

上
の
ケ
ア
、
災
害
時
の
安
全
確
保
な
ど
、
す

べ
て
に
わ
た
っ
て
、
現
在
よ
り
も
ニ
ー
ズ
は No.26

一宮町長
馬淵 昌也

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　「
加
納
家
と
一
宮
」

⑤
加
納
久
宜
と
一
宮
婦
人
会


